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remedy  【レメディ】   

～を改善、修正する、～を治療する 

defect 【ディフェクト】 
欠陥、不備、異常 

今月の英語 

3940 Olympic Blvd. Suite250   Erlanger, KY 41018 

営業時間 月～金 8am-5pm EST  (祝日除く) 

Newsletterのバック

ナンバーはウェブに

てご覧頂けます。 

Loyalty Group Insurance Services, Inc.  (LGIS) 

お問い合わせ先 

アメリカでは運輸省のNa onal Highway Traffic Safety Administra-

on (NHTSA)が車両の安全基準を定め、安全に影響するような欠

陥品や、安全基準を満たさない車両についてメーカー側にリコール

を要求する権限があります。メーカー側が欠陥に気づき、自主的に

リコールする場合もありますが、ユーザー側が欠陥に気づいたり、

欠陥による事故を起こしたなどで、明らかになる場合もあります。実際には車、トラック、

バス、バイクなどの車両においては３億件以上、タイヤは4600万件以上、チャイルドシー

トも4200万件以上が過去リコールされているようです。 

Phone: 877-LGISINC / 877-544-7462 
Fax: 859-283-0138 
E-mail: hoken@lgisinc.com 
WWW.LGISINC.COM 

リコールが原因の事故は補償される？ 

回答：YES 
リコール部品が原因で運転に支障をきたし、事故を起こしてしまった場合、Collisionと

呼ばれる衝突による車両保険でカバー（免責額適用*）となり、過失なしとして扱われま

す。Collisionがついていない場合は、ご自身の車両に対する補償はありません。 
（*契約内容によっては、免責額が免除になるケースもあります。最終的にはクレーム担当者の判

断に従いクレーム処理を行います。） 
 

⇒リコールを知らなかった。リコールがなくても部品・装置の誤動作があった。 

このような場合は、メーカー側に保険会社側が支払った保険金を求償する手続きをとり

ます。無事払い戻してもらえた場合は、契約者が負担していた免責額も返金となります。 
 

⇒リコールを知っていたが、問題を放置していた。 

(通常メーカー側からリコールの通知が届きます。) このような場合は、メーカー側から

求償できない可能性があり、そうなると免責額も返金されない可能性があります。 

 
  

 

お見積もりから保険に関するご質問など 

お気軽にご相談下さい！ 

LGIS 休業のお知らせ 

5月25日 （月） 
Memorial Dayの祝日のため休業致しま

す。皆様安全と健康に留意されよい連

休をお過ごし下さいませ！ 

旅行前に下記リンクをぜひご確認下さい。 
 

レンタカーを借りる予定はありま

せんか？ 
 

http://www.lgisinc.com/jp/rentalcarins.pdf 
http://www.lgisinc.com/jp/travel.pdf 
 

 

旅行先での手荷物への保険、テ

ナント保険に加入されていれば

補償対象です。 
 

http://www.lgisinc.com/jp/travel.pdf 
 

カナダで運転する場合のカナダ

用Non-resident AUTO IDはお

持ちですか？最低でも旅行の 

１週間前ににはご連絡下さい。 
 

http://www.lgisinc.com/jp/driveincanada.pdf 
http://www.lgisinc.com/jp/travel.pdf 

中古車を購入する時は要注意！！！ 

アメリカのディーラーでは販売車両のリコール情報を開示する法律

上の義務がありません。2014年はリコール対象の車両が500万台

も販売されていたそうです。 

購入前にVIN番号を入手して、購入予定の車がリコール対象となっ

ていないか確認するのも購入者側の責任となります。 
 

下記リンクからVIN番号を入れるだけでチェックができますので、ぜひ現在乗車されてい

る車、購入予定の車のリコール情報をチェックしてみてください。 

https://vinrcl.safercar.gov/vin/ 

【参考】Safecar.gov “Motor Vehicle Defects and Safety Recalls”, TribLIVE “Used 
cars often sold with unfixed safety defects, despite recalls” 

※無料で交換・修理できる期限    

車両：リコール対象確定から遡り10年以内に購入された車両 

タイヤ：リコール通知受領から60日間以内     

例：リコール確定2003年

の場合は1994年～2003

年が無料修理対象 


